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はじめに 

 
少子高齢化の進行により福祉・介護サービスは増大している状況にあり、福祉の職場では福祉人

材の確保が緊急の課題となっています。 

一方では、福祉職の人材の定着率の低さについても課題となっているところです。 

このような状況をふまえ、県内の社会福祉施設等で働く職員の就労に関する考え方や意見・意向、

満足度、就業継続の要件等を把握し、今後の福祉人材の確保・育成・定着に関する対策の資料とす

ることにいたしました。 
調査対象を県内 202 の福祉施設経営社会福祉法人に勤務する全ての職員（法人本部職員、施設・

事業所職員のうち派遣職員を除く正規職員と非正規職員）とし、16,536人に配付し実施したところ、
185法人（回収率 91.6％）に勤務する 12,774人（回収率 77.2％）から回答を得ることができまし
た。 
今後は、この調査結果をもとに本会の社会福祉経営者協議会及び各種別福祉施設部会・協議会等

と連携しながら、福祉人材センター運営委員会等において今後の福祉人材の確保・育成・定着に向

けた事業推進及び施策提言等に取り組んでまいりたいと考えております。 

ご協力いただきました皆様に感謝申し上げますとともに、この報告書を今後の社会福祉法人（福

祉施設・事業所）における福祉人材の確保・育成・定着に向けた取り組みにご活用いただければ幸

いです。 
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Ⅰ 調査概要 

 
１．調査目的 

少子高齢化の進行により福祉・介護サービスは増大している状況にあり、福祉の職場では福

祉人材の確保が緊急の課題となっている。 

 一方では、福祉職の人材の定着率の低さについても課題となっている。 

このような状況をふまえ、県内の社会福祉施設等で働く職員の就労に関する考え方や意見・

意向、満足度、就業継続の要件等を把握し、今後の福祉人材の確保・育成・定着に関する対策

の資料とする。 
 
２．実施主体  

社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 
 
３．調査対象  

県内２０２の福祉施設経営社会福祉法人に勤務する全ての職員。（約 17,000 名） 

(法人本部職員、施設・事業所職員)※「派遣職員」を除く「正規職員」と「非正規職員」。 

 
４．調査期間  

平成２２年１２月１日～２０日 
   

５．調査方法 

調査票を郵送し返送いただく調査。（無記名で回答） 
(１) 福島県社会福祉協議会から各社会福祉法人へ「①職員用協力依頼文」「②調査票」「③回収
用封筒」を送付する。 

(２) 社会福祉法人では経営する社会福祉施設・事業所を通じて「①職員用協力依頼文」「②調査
票」「③回収用封筒」を職員へ配付し、職員は調査票へ回答する。 

(３) 職員は調査票回答後に「③回収用封筒」へ調査票を封入し、所属する社会福祉施設・事業
所へ提出する。 

(４) 社会福祉施設・事業所は、提出された「③回収用封筒」を開封せず、職員数分まとめて福
島県社会福祉協議会宛 12月 24日（金）まで返送する。 

(５) 福島県社会福祉協議会において調査票回収後に集計を行う。(法人、施設・事業所単位での
集計は行わず県内全体の集計を行う。) 

(６) 福島県社会福祉協議会において集計結果を分析し、報告書を作成する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．調査内容  

   巻末に掲載した調査票のとおり。 

 

７．回収結果 

   回収率７７.２％（配付数 16,536、回収数 12,774） 

   回収社会福祉法人数 185 法人（回収率９１．６％） 
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